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国
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　

私
立
学
校
は
、
国
公
立
学
校
と
と
も
に
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す

る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
国
に
お
い
て
も
、
学
費
の
公
私
間
格
差
是

正
を
目
的
と
し
た
私
立
学
校
振
興
助
成
法
を
昭
和
５０
年
に
制
定
し
、
文
部
省
に
よ

る
国
庫
助
成
た
る
各
種
助
成
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
地
方
自
治
体
で
は
、
財
政
難
を
理
由
と
し
た
私
学
助
成
削
減
の
動
き

が
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
愛
知
県
に
お
い
て
も
、「
財
政
危
機
」
を
理
由
と
し
て

平
成
１１
年
度
に
総
額
１５
％
、生
徒
一
人
あ
た
り
約
５
万
円
に
及
ぶ
経
常
費
助
成
（
一

般
）
の
削
減
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
愛
知
県
の
私
学
関
係
予
算
は
、
国
の
私
学

助
成
の
増
額
を
土
台
に
、
経
常
費
助
成
単
価
で
は
徐
々
に
増
額
に
転
じ
て
き
た
が
、

平
成
１９
年
以
降
は
一
進
一
退
と
な
り
、
こ
の
３
年
間
は
国
か
ら
の
財
源
措
置
（
国
基

準
単
価
）
を
下
回
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
少
子
化
に
よ
る
生
徒

減
と
も
重
な
っ
て
、
多
く
の
学
園
の
経
営
は
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
私
学
の
父
母
負
担
を
見
て
も
、
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
初
年
度
納
付
金

で
６4
万
円
を
こ
え
、
授
業
料
助
成
と
入
学
金
補
助
を
差
し
引
い
て
も
、
学
納
金
は

平
均
で
約
4０
万
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
昨
今
の
不
況
も
重
な
っ

て
、「
経
済
的
理
由
」
で
退
学
し
た
り
、授
業
料
を
滞
納
す
る
生
徒
が
急
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
過
重
な
学
費
負
担
の
た
め
、
私
学
を
選
び
た
く
て
も
選
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
層
が
ま
す
ま
す
広
が
り
、
学
費
の
公
私
格
差
が
学
校
選
択
の
障
害
と
な
り
、「
教

育
の
機
会
均
等
」
を
著
し
く
損
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
昨
年
度
か
ら
「
高
校
無
償
化
」
の
方
針
の
下
、
国
公

立
高
校
の
み
が
無
償
化
さ
れ
て
い
る
。
私
学
へ
も
一
定
の
就
学
支
援
金
が
支
給
さ
れ

た
も
の
の
、
今
な
お
私
学
の
生
徒
と
保
護
者
は
高
い
学
費
、
公
私
間
格
差
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
私
立
高
校
は
生
徒
の
募
集
難
に
苦
し
み
、
私
学
教
育
本
来
の
良
さ

を
損
な
い
か
ね
な
い
状
況
に
置
か
れ
、こ
の
ま
ま
で
は
、公
立
と
と
も
に
、「
公
教
育
」

の
一
翼
を
必
死
に
担
っ
て
き
た
私
学
の
存
在
そ
の
も
の
が
危
う
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

　

愛
知
県
下
の
高
校
生
の
３
人
に
１
人
は
私
学
で
学
ん
で
お
り
、
私
学
も
、
公
立

と
同
様
に
、
公
教
育
を
担
う
教
育
機
関
で
あ
る
。
そ
し
て
私
学
は
、
独
自
の
伝
統
、

教
育
シ
ス
テ
ム
に
も
と
づ
く
教
育
を
提
供
し
、
教
育
改
革
に
積
極
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き
て
い
る
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
父
母
負
担
の
軽
減
と
教
育
改
革
を
願
う
広
範
な
父
母
国
民

の
要
求
に
応
え
、
学
校
と
教
育
を
最
優
先
す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
こ
そ
が
望

ま
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
刈
谷
市
議
会
は
政
府
に
対
し
、
国
の
責
務
と
私
学
の
重
要
性
に
か
ん

が
み
、
父
母
負
担
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
就
学
支
援
金
を
一
層
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
に
基
づ
く
国
庫
補
助
制
度
を
堅

持
し
、
私
立
高
校
以
下
の
国
庫
補
助
金
と
そ
れ
に
伴
う
地
方
交
付
税
交
付
金
を
充

実
し
、
私
立
高
等
学
校
以
下
の
経
常
費
補
助
の
一
層
の
拡
充
を
図
ら
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

平
成
2３
年
１2
月
１６
日

刈　

谷　

市　

議　

会

主
な

議
案
１２
月定例

会

　

今
回
は
、
刈
谷
市
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
と
副

市
長
の
選
任
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。

　

質
疑
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
た
各
委
員
会
の
委
員
長
報
告

を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

■
刈
谷
市
事
務
分
掌
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

平
成
２４
年
４
月
に
市
役
所
内
に
お

け
る
組
織
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

主
な
改
正
内
容

・
企
画
部
を
企
画
財
政
部
に
変
更
し
、

総
務
部
が
所
管
す
る
公
有
地
の
拡

大
の
推
進
に
関
す
る
事
務
及
び
予

算
そ
の
他
財
務
に
関
す
る
事
務
を

引
き
継
ぎ
、
職
員
の
人
事
厚
生
に

関
す
る
事
務
を
総
務
部
に
移
行
し

ま
す
。

・
経
済
環
境
部
が
所
管
す
る
運
輸
に

関
す
る
事
務
を
都
市
整
備
部
に
移

行
し
、
都
市
整
備
部
は
都
市
交
通

に
関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

〔
問
〕
新
た
に
設
置
さ
れ
る
企
画
財

政
部
が
、
総
合
計
画
か
ら
財
政
ま

で
担
当
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
よ

う
に
財
政
事
情
が
他
市
よ
り
比
較

的
余
裕
が
あ
る
中
で
は
、
業
務
一

極
集
中
的
に
な
る
と
感
じ
ら
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

〔
答
〕
現
在
、
本
市
の
財
政
状
況

は
、
非
常
に
厳
し
い
と
思
っ
て
お

り
、
そ
の
中
で
、
３
年
間
で
計
画

を
進
め
る
実
施
計
画
と
、
毎
年
度

の
予
算
編
成
を
担
当
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ

り
、
限
ら
れ
た
予
算
全
体
の
調
整

を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
、
今
回

の
企
画
財
政
部
を
設
置
す
る
目
的

で
あ
る
。

■
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

前
任
者
が
平
成
２４
年
１
月
２４
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
そ
の
後
任

と
し
て
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

川か
わ 

口ぐ
ち　

孝た
か 

嗣し　

氏
（
５９
歳
）

池
田
町
５
丁
目
３
１
０
番
地

■
刈
谷
市
十
朋
亭
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

定
住
自
立
圏
（
知
立
市
・
高
浜

市
・
東
浦
町
）
に
住
む
人
が
、
刈
谷

市
内
の
次
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
、

刈
谷
市
在
住
の
人
と
同
じ
料
金
で
利

用
で
き
る
よ
う
改
正
し
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
平
成
２４
年
４
月
１
日

よ
り
施
行
し
ま
す
。

対
象
施
設

　

十
朋
亭
（
亀
城
公
園
内
）
、
刈
谷

市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
洲
原
ロ
ッ

ジ
、
南
部
・
北
部
・
中
央
の
各
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
刈
谷
市
体
育
館
、

刈
谷
球
場
、
港
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
総

合
運
動
公
園
内
の
各
施
設
、
刈
谷
市

民
ホ
ー
ル（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

〔
問
〕
施
設
の
利
用
料
金
で
、
市
外

の
方
の
料
金
と
、
衣
浦
東
部
広
域

行
政
圏
の
住
民
を
含
め
た
市
民
扱

い
の
方
の
料
金
と
で
は
、
ど
の
程

度
の
格
差
が
あ
る
の
か
。

〔
答
〕
市
外
の
方
の
利
用
料
金
は
、

市
民
扱
い
の
料
金
の
１．５
倍
を
設
定

し
て
い
る
。

■
刈
谷
市
南
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正

等
に
伴
い
改
正
し
ま
す
。

〔
問
〕
応
益
負
担
か
ら
応
能
負
担
に

な
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
負
担

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

〔
答
〕
現
状
は
、
原
則
１
割
負
担

で
は
あ
る
が
、
低
所
得
者
に
配
慮

し
、
実
質
的
に
は
負
担
能
力
に
応 亀城公園にある十朋亭

じ
た
利
用
者
負
担
額
に
な
っ
て
い

る
。
平
成
２４
年
４
月
の
法
改
正
に

よ
り
応
能
負
担
が
明
確
化
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
は

こ
の
政
令
が
公
布
さ
れ
て
お
ら
ず
、

４
月
か
ら
の
利
用
者
負
担
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
。

■
刈
谷
市
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
条
例
の

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
２４
年
４
月
１
日
よ
り
住
吉
・

平
成
・
富
士
松
南
の
各
小
学
校
内
に

児
童
ク
ラ
ブ
を
移
転
し
ま
す
。

〔
問
〕
３
つ
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
数

は
増
加
す
る
の
か
。

〔
答
〕
現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
ク
ラ

ブ
で
定
員
４０
名
と
な
っ
て
い
る
が
、

移
転
後
は
、
定
員
４０
名
の
２
ク
ラ

ブ
で
、
８０
名
に
な
る
。

■
岩
ケ
池
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

平
成
２４
年
３
月
１２
日
よ
り
新
た
な

遊
具
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
改
正

し
ま
す
。

名
称

　

わ
ん
ぱ
く
パ
イ
ロ
ッ
ト

利
用
料
金

　

１
人
１
回
に
つ
き
１
０
０
円

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
刈
谷
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ

ン
タ
ー
）

　

刈
谷
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま

す
。

指
定
管
理
者

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
愛

知
ネ
ッ
ト

指
定
の
期
間

　

平
成
２４
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２９

年
３
月
３１
日
ま
で

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
刈
谷
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

刈
谷
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
す
。

指
定
管
理
者

　

医
療
法
人
成
精
会

指
定
の
期
間

　

平
成
２４
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
３４

年
３
月
３１
日
ま
で

〔
問
〕
指
定
期
間
を
１０
年
間
と
し
た

理
由
は
な
に
か
。

〔
答
〕
職
員
と
利
用
者
の
信
頼
関
係

の
構
築
、
専
門
的
な
知
識
、
技
能

を
有
す
る
人
材
の
確
保
、
安
定
的

な
運
営
の
確
保
な
ど
を
図
る
た
め
、

１０
年
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

〔
問
〕
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新

設
に
伴
い
、
相
談
業
務
の
範
囲
を

広
げ
る
の
か
。

〔
答
〕
新
設
さ
れ
る
相
談
者
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
、
知
的
、
身

体
に
、
こ
こ
ろ
悠
々
で
行
っ
て
い

る
精
神
を
加
え
た
、
３
つ
の
障
害

を
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

前
任
者
が
平
成
２４
年
３
月
３１
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
そ
の
後
任

と
し
て
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

条　

例　

議　

案鈴す
ず 

木き　

直な
お 

樹き　

氏
（
６０
歳
）

新
富
町
１
丁
目
３
１
７
番
地

単　

行　

議　

案
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■
議
会
基
本
条
例
検
討
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

　

議
会
の
基
本
理
念
、
議
員
の
責
務

及
び
活
動
原
則
、
議
会
運
営
の
原
則

等
、
議
会
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政
へ
の
市

民
の
意
思
の
的
確
な
反
映
及
び
議
会

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
議
会
基
本

条
例
の
策
定
を
目
的
と
し
て
設
置
し

ま
し
た
。

委
員
長�

渡
辺　

周
二

副
委
員
長�

神
谷　

昌
宏

委
員

�

山
内　

智
彦

�

清
水　

行
男

�

星
野　

雅
春

�

山
本
シ
モ
子

�

樫
谷　
　

勝

�

沖
野　

温
志

　

補
正
予
算
議
案
は
、
全
議
員
で
構

成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
経

て
、
企
画
総
務
、
福
祉
経
済
、
建
設

水
道
、
文
教
の
各
分
科
会
で
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

　

１２
月
１５
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
を
各
分
科
会
委
員
長
よ
り

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

▲
３
億
１
、
５
３
８
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
一
般
会
計
）

４
８
６
億
７
、
９
９
２
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

７
５
２
億
４
、
５
２
３
万
円

（
児
童
福
祉
）

　

３
歳
未
満
の
子
ど
も
の
支
給
月

額
を
２
万
円
と
す
る
２３
年
度
の
子
ど

も
手
当
法
案
が
撤
回
さ
れ
、
一
律

１
万
３
千
円
に
減
額
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
扶
助
費
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

▲
５
億
７
、
５
２
０
万
円

（
防
災
）

　

中
部
地
区
の
防
災
拠
点
用
地
と
し

て
、
御
幸
町
の
旧
Ｊ
Ａ
元
刈
谷
支
店

跡
地
を
購
入
し
ま
す
。

１
億
３
、
０
５
７
万
円

　

今
回
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
請
願
４
件
と
陳
情
４
件
は
、
各

委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
結
果
、
請
願

４
件
は
不
採
択
、
陳
情
は
２
件
が
採

択
、
１
件
が
趣
旨
採
択
、
１
件
が
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
た
陳
情
に
伴
う
意
見
書

は
本
会
議
最
終
日
に
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
、
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま

し
た
。

（
意
見
書
の
全
文
は
２
、
３
ペ
ー
ジ

下
段
に
掲
載
）

（
請
願
）

▼
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社
会
保

障
の
施
策
拡
充
に
つ
い
て
の
請
願

�

不
採
択

▼
現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
と

保
育
・
学
童
保
育
・
子
育
て
支
援
予

算
の
充
実
を
求
め
る
請
願

�

不
採
択

▼
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を

求
め
る
請
願�

不
採
択

▼
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を

求
め
る
請
願�

不
採
択

（
陳
情
）

▼
『
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
』
に
反
対
す
る
意
見
書
」
提
出
を

求
め
る
陳
情�

不
採
択

▼
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る

補
正
予
算
議
案

旧 JA元刈谷支店跡地を防災拠点に活用

請
願
／
陳
情
の
結
果

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

�

採
択

▼
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

�

採
択

▼
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を
軽
減

し
、
学
費
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る

た
め
に
市
町
村
独
自
の
授
業
料
助
成

の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

�

趣
旨
採
択

愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　

私
立
学
校
は
、
公
立
学
校
と
と
も
に
県
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る

上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
学
費
と
教
育
条
件
の

公
私
間
格
差
是
正
と
父
母
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
、「
経
常
費
２
分
の
１
助
成（
愛

知
方
式
）」、「
授
業
料
助
成
」
な
ど
、各
種
助
成
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
平
成
１１
年
度
に
経
常
費
助
成
が
総
額
１５
％
カ
ッ
ト
さ
れ
、
授
業
料
助
成

も
対
象
家
庭
が
縮
小
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
県
の
私
学
関
係
予
算
は
、
国
の
私
学
助

成
増
額
を
土
台
に
、
単
価
で
は
徐
々
に
増
額
に
転
じ
て
き
た
が
、
平
成
１９
年
以
降

は
一
進
一
退
と
な
り
、
こ
の
３
年
間
は
国
か
ら
の
財
源
措
置
（
国
基
準
単
価
）
を
下

回
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
少
子
化
に
よ
る
生
徒
減
と
も
重
な
っ
て
、

多
く
の
学
園
の
経
営
は
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
私
学
の
父
母
負
担
を
見
て
も
、
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
初
年
度
納
付
金

で
６4
万
円
を
こ
え
、
授
業
料
助
成
と
入
学
金
補
助
を
差
し
引
い
て
も
、
納
付
金
は

平
均
で
約
4０
万
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
昨
今
の
不
況
も
重
な
っ

て
、「
経
済
的
理
由
」
で
退
学
し
た
り
、授
業
料
を
滞
納
す
る
生
徒
が
急
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
過
重
な
学
費
負
担
の
た
め
、
私
学
を
選
び
た
く
て
も
選
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
層
が
ま
す
ま
す
広
が
り
、
学
費
の
公
私
格
差
が
学
校
選
択
の
障
害
と
な
り
、「
教

育
の
機
会
均
等
」
を
著
し
く
損
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
昨
年
度
か
ら
公
立
高
校
が
無
償
化
さ
れ
、
私
学
に
も

就
学
支
援
金
が
実
施
さ
れ
た
。
も
し
こ
の
支
援
金
が
、
日
本
一
と
言
わ
れ
た
愛
知

県
の
授
業
料
助
成
制
度
に
加
算
さ
れ
れ
ば
、
私
学
の
父
母
負
担
は
か
な
り
軽
減
さ

れ
る
。
し
か
し
、県
は
深
刻
な
財
政
難
を
理
由
に
、県
独
自
予
算
を
大
幅
に
縮
小
し
、

無
償
化
対
象
は
年
収
約
３
５
０
万
円
未
満
の
家
庭
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
乙
Ⅰ
（
年
収
約
６
１
０
万
円
未
満
）・乙
Ⅱ
（
年
収
約
８
４
０
万
円
未
満
）
で
は
、

公
立
が
１１
万
８
千
８
百
円
軽
減
さ
れ
た
一
方
で
、
私
学
助
成
は
２
万
４
千
円
の
加

算
に
と
ど
ま
り
、
父
母
負
担
の
公
私
格
差
は
大
幅
に
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公

立
高
校
が
無
償
化
さ
れ
た
関
係
で
、
私
立
高
校
は
生
徒
の
募
集
難
に
苦
し
み
、
私

学
教
育
本
来
の
良
さ
を
損
な
い
か
ね
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

私
学
も
、
公
立
と
同
様
に
、
公
教
育
を
担
う
教
育
機
関
で
あ
り
、
愛
知
県
下
の

高
校
生
の
３
人
に
１
人
は
私
学
で
学
ん
で
い
る
。
私
学
は
、
独
自
の
伝
統
、
教
育

シ
ス
テ
ム
に
も
と
づ
く
教
育
を
提
供
し
、
教
育
改
革
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し

て
き
て
い
る
。
私
立
高
校
は
、
生
徒
急
増
期
に
お
い
て
は
、
生
徒
収
容
で
多
大
な

役
割
を
担
う
な
ど
、「
公
私
両
輪
体
制
」
で
県
下
の
「
公
教
育
」
を
支
え
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
父
母
負
担
と
教
育
条
件
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
こ
と

は
、
長
年
に
わ
た
る
県
政
の
最
重
点
施
策
で
も
あ
っ
た
。
確
か
に
、
県
の
税
収
減

な
ど
財
政
難
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
公
私
立

間
で
均
衡
の
と
れ
た
財
政
措
置
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

愛
知
県
に
お
か
れ
て
は
、
父
母
負
担
の
軽
減
と
教
育
改
革
を
願
う
広
範
な
県
民

の
要
求
に
応
え
、
学
校
と
教
育
を
最
優
先
す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
こ
そ
が
望

ま
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
刈
谷
市
議
会
は
、
国
か
ら
の
支
援
金
を
加
算
し
、
父
母
負
担
軽

減
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
授
業
料
助
成
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
経
常

費
助
成
に
つ
い
て
も
国
か
ら
財
源
措
置
の
あ
る
「
国
基
準
単
価
」
を
土
台
に
、
学

費
と
教
育
条
件
の
「
公
私
格
差
」
を
着
実
に
是
正
で
き
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

平
成
2３
年
１2
月
１６
日

刈　

谷　

市　

議　

会

議決結果一覧表
・職員の給与に関する条例等の一部改正について� 可決
・損害賠償の額を定める専決処分について� 了承
・副市長の選任について� 同意
・副市長の選任について� 同意
【企画総務委員会関係・４議案】� すべて可決
・刈谷市事務分掌条例等の一部改正について
・刈谷市十朋亭条例等の一部改正について
・刈谷市税条例の一部改正について
・指定管理者の指定について（刈谷市民ボランティア活動センター）
【福祉経済委員会関係・４議案】� すべて可決
・指定管理者の指定について（刈谷市障害者支援センター）　
・刈谷市南部福祉センター条例等の一部改正について　
・愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更について　
・刈谷市児童クラブ施設条例の一部改正について　
【建設水道委員会関係・１議案】� 可決
・岩ケ池公園条例の一部改正について
【文教委員会関係・１議案】� 可決
・指定管理者の指定について（刈谷市体育館、刈谷球場、小垣
　江グラウンド、井ケ谷グラウンド、港町グラウンド）
【平成２３年度補正予算関係・８議案】� すべて可決
・一般会計補正予算（第４号）　
・刈谷半城土高須土地区画整理事業特別会計補正予算（第2号）
・刈谷小垣江駅東部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
・刈谷野田北部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
・下水道事業特別会計補正予算（第2号）　
・国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
・介護保険特別会計補正予算（第2号）　
・水道事業会計補正予算（第１号）
【請願・４件】
・介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請願
� 不採択
・現行保育制度の堅持・拡充と保育・学童保育・子育て支援
　予算の充実を求める請願� 不採択
・国民健康保険税の引き下げを求める請願� 不採択
・国民健康保険税の引き下げを求める請願� 不採択
【議員提出議案　２件】� すべて可決
・国の私学助成の増額と拡充に関する意見書
・愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書
【特別委員会関係　２件】� すべて決定
・議会基本条例検討特別委員会の設置について
・議会基本条例検討特別委員会委員の選任について


